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はじめに

日本、西洋を問わず「日本人は個人性に欠ける」

と言われる。しかしながら、19世紀後半から現在

まで、知識人の間でも一般的な考え方においても

何度も繰り返されているこの認識が誤っているこ

とを、エマニュエル・ロズランの「『日本に個は

存在しない』ステレオタイプの系譜」は証明する 

(Lozerand 2015)。本稿はこの論文に着想を得、現

代日本の非婚の母を例に挙げ、社会学的アプロー

チで日本に「個」が存在することの証明を試みる。

本稿では、法律婚をせずに子どもを産み母と

なった女性のことを、理由や経緯を問わず、事実

婚の母もシングルマザーも、「非婚の母」と呼ぶ。

「未婚の母」という言葉もあるが「まだ結婚して

いない」という意味が含まれるため、単に婚姻を

していないという意味で、ここでは「非婚」とい

う言葉を使いたい。

１ 　現代日本の非婚の母に関する先行研究とそ

の問題点

日本における非婚の母の人口は少ない。2014

年、婚外子率はたった2.3%である１。フランスで

子どもの半数以上が結婚していないカップルから

生まれることと比べると、その少なさが際立つ。

婚外子の相続を婚内子の二分の一とする法律が

2013年９月に違憲判決を受け12月に廃止された

こともあり、婚外出生は少数でありながら注目を

集めているが、非婚の母を対象とする研究は多く

ない。

そのような数少ない研究の中で、オックス

フォード大学、エカテリーナ・ヘルトーグの

『Tough Choices: Bearing an illegitimate child in Japan

（困難な選択、日本で非嫡出子を育てるという

こと）』という論文を紹介したい (Hertog 2009)。

2009年に出版されたこの論文は、英語圏の社会

学や日本学の学術誌で評価を受けた２。ヘルトー

グは、日本での婚外子率の低さに注目し、この理

由として結婚をせずに子どもを育てる際の経済的

困難や法的差別などを挙げる先行研究に対し、他

の可能性を検討し、インタビュー調査後、日本の

女性にとって結婚は子どもを持つ上で必要不可欠

な条件であり、この社会規範から逸脱しないた

め、彼女たちは妊娠後、非嫡出子の母になるより

も、堕胎か、もしくは希望しないパートナーとで

も結婚することを選択するという結論を導いた 

(Hertog 2009 : 153, 154, 156)。しかし、ヘルトー

グの調査を受けた非婚の母たちのうち、堕胎や結

婚をすることを家族や知り合いから勧められたと

証言している女性はいるものの、彼女たちは、実

際は、堕胎も結婚もせずに母になったのだ。

では、なぜこの女性たちはその選択をしたのか。

ヘルトーグは、彼女たちの大部分が、「予期せず

に妊娠し、婚姻を望んだもののできずに、仕方な

く非婚の母になってしまった」と言う（すなわち

「選択」ではない）。一方で、「非婚の母のうち非

常に少数の女性が子どもにとって両親の結婚は必
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要不可欠ではないと考えているが、この少数派の

意見は確固たるイデオロギー的信条というよりも

個人的経験をもとにした意見である」という理由

で、ヘルトーグは、前者だけに注目する (Hertog 

2009 : 31, 47, 152) 。

しかしながら、「個人的経験」が注目に値しな

いと断言できるだろうか。ある行動決定の展開過

程を知ろうとするとき、その人の個人的経験や個

人的意見こそが、インタビュー調査により得られ

るものであり、その答えを導くものになる。社会

学者ジャン・クロード・コフマンは、「個々人は、

それ自体が社会を成しており、その時代の社会の

断片であり、それが参加する社会の状況によって、

日常的に形成される。そして、それは、その最も

個人的な心の奥底まで、そしてその心の内側から

も、そうである３」と言う。「個人的経験」ひと

つひとつがその時代の社会と繋がっていて、その

社会を表すものであるからこそ、社会学において

質的調査の必要性が認められるのであり、よって、

「個人的経験」が注目に値しないとは言えないだ

ろう。

日本で結婚をしていない女性が子どもを産むと

きそれは「かわいそう」なことだと思われがちで

あるが、ヘルトーグの見解もこの固定観念を免れ

ていない。彼女は「もし、女性からの結婚の要求

に男性が応じることができるならば、日本には、

非嫡出子は存在しなくなるだろう」と言う (Hertog 

2009 : 47) 。しかし、実際は、80年代から現在ま

で、婚外子率はわずかずつ増えているのだ。

日本の婚外子の母は、「望まない妊娠で仕方な

く母になった」女性ばかりだと言えるだろうか。

筆者の調査は、異なる結果にたどり着いた。

２　結婚せずに母になるという選択

ここからは、筆者の調査とその分析に焦点をあ

てる。

2.1　調査について

2012年から2013年にかけて、シングルマザー、

事実婚の母を含め42名の法律婚をせずに母に

なった女性にインタビュー調査をした。シングル

マザー団体や婚外子差別と闘う団体などを通じて

出会った女性もいれば、人づてに紹介を得て出

会った女性もいる４。調査時、彼女たちの年齢は

19から80歳、妊娠時の年齢は16から43歳。彼女ら

の大部分が妊娠時も調査時も働いていたが、仕事

の内容は様々で、獣医、教師、公務員、ウェイト

レス、ホステスなど。妊娠時に高校生、調査時に

大学院生もいた。調査は、東京都、大阪府などの

都市部、また、青森県、長野県、沖縄県などの地

方でも行った５。

インタビュー後、彼女たちを、「シングルマ

ザー」か「事実婚の母」かの違いではなく、結婚

についての認識の違いで、大きく三つのグループ

に分けて分析した。一つ目は「結婚を望んでいた

ができず、それでも母になった女性」、二つ目は

「結婚を否定はしないものの、それに対する憧れ

や義務感は少なく、結婚よりも母になることの願

望が強く母になった女性」、最後に、「結婚を拒否

して母になった女性」。本稿では、対極にある一

つ目と三つ目のグループに関して考察したい。

2.2　結婚を望んでいたができず、それでも母に

なった女性

まずは、一つ目のグループの女性を紹介する。

調査時19歳のナツミさん６は、２歳の娘がい

て、レストランでウェイトレスとして働いている。

16歳の時、同じ高校に通っていた恋人との関係で

妊娠したが、計画したわけではなかった。ナツミ

さんは、妊娠を知ったとき、まず恋人に相談した。

二人ははじめ堕胎を考えたと言う。しかし、迷っ

た末に、４か月目になって、ナツミさんは母親に

妊娠を告げ、恋人ともさらに話し合い、産むこと

を決めた。ナツミさんはこう証言する。

「（母は）はじめは、なんでそんなことになった

のって。でもすぐに理解してくれて、頑張りなさ
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いって背中を押してくれて 」

結婚についての考えを、彼女はこう説明する。

「子どもができた頃は私も彼氏も16歳だったか

ら、籍、一緒に入れられなかったんですけど、18

になるまで待とうってずっと言ってて、今まで

待ってて［…］。彼氏の親からは、大学まで行っ

て安定してから結婚してほしいって言われてて。

でも、結婚は早くしたいなとは思っていて、子ど

ものためにも一緒にいて同じ名字でっていうのが

大事なのかなと思って。でも、彼自身も大学に行

きたいし、行って学びたいことがあるからと言っ

ているので。自分がやりたいことをやって、やり

たいことでお金を稼いでくれるなら、いいと思っ

ています」

ナツミさんは、結婚を大事なことだと認識して

いるが、子どもの父親が「大学まで行って安定し

てから」という条件を受け入れて待っている。ナ

ツミさん自身は妊娠をきっかけに高校を中退し、

その後、通信制の高校に登録したと言う。彼女は

自分の育った環境に関してこう証言する。

「母には20歳ぐらいの時に最初の子どもができ

て、うちは六人兄弟です。中学卒業までは父も

一緒に住んでいたんですけど、家に帰ってこなく

なって給料も家に入れてくれなくなって。結局、

母と父は離婚しました。父は、今何をしているの

か分かりません。母は、掃除の仕事をしています」

　もう一つの例を紹介する。調査時30歳のリリ

コさんは工場でパートとして働いている。27歳

のとき、スナックのホステスとして働いていたと

きに妊娠した。リリコさんの両親は離婚していて、

母親はパートで店員をしている。父親はタクシー

運転手をしていたが調査時には亡くなっていた。

「高校時代は、20歳くらいには結婚して家庭

が欲しいと思ってて、子どもも欲しかったです。

［…］ 子どもの父親とは妊娠した時点で二年くら

いは一緒にいて。［…］妊娠は予期していなくて、

でもできたら産むつもりだった。 妊娠分かって

すぐに彼に話したけど、『どうすんの？』って言

われて。［…］人ごとな感じで。［…］一瞬、結婚

も考えたけど、理想はあるけど、この人は無理だ

なと思って」

出産を決心したことについては次のように言う。

「一年前に（同じ男性との妊娠で）流産の経験

があったから迷いもなく自分で決めました［…］

産みたいと思ってた。なんでだろう。20歳くらい

から変な人にはまるようになって７、子ども産め

ばとりあえず変わるかなと思って」

そう言うリリコさんに、「子どもができること

によって相手の態度が変わるだろうということで

すか」と尋ねると、「自分の、自分自身の」と彼

女は答えた。

興味深いのは、リリコさんの証言に表れている

ように、彼女たちが妊娠を人生に変化を与える機

会と捉えていたことだ。同じような視点がヨー

ロッパでも確認されている。例えば、イギリスの

恵まれない社会階層の十代の妊娠について調査を

したスザンヌ・ケイターや、フランスにおける若

年層の妊娠について研究したシャルロット・ル・

ヴァンは、彼女らが調査した女性たちが、妊娠を、

母という新しいアイデンティティ、または、新し

い社会的地位を獲得する機会と捉え、人生の方向

性に変化を与える機会であると認識していたと言

う (Cater and Coleman 2006 ; Le Van 1998) 。ナツ

ミさんやリリコさんのような女性にとって、妊娠

は、新しいアイデンティティ獲得の機会、または、

今までよりも幸せな新しい家族を作る機会と認識

されていたと言えるかもしれない。そのような認

識が日本人に特別なものではないということも、

注目に値するだろう。

2.3　結婚を拒否して母になった女性

　非婚の母の中には、妊娠以前から、結婚をしな

いと決めていた女性もいる。

　調査時54歳のアンナさんはフリーランス・ライ

ターで、26歳の娘と20歳の息子がいる。大学では

哲学を専攻していた。 

「（出産前）当時は、ある会社でライターとし
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てめちゃくちゃな労働条件の中で働いていたの

で、子どもができたら仕事を辞めなくちゃいけな

いのははじめから分かっていて、［…］二十代の

終わりまでに独立できる状態に持っていく、そう

でないと自分らしく生きていくことはできないと

［…］思っていました」

　大学を出て働き出した後、実際に二十代で独立

し、27歳で、アンナさんはパートナーの子どもを

妊娠した。彼女は、法律婚ではなく、事実婚を選

択した。男性にも、裕福な実家にも依存したくな

いこと、自立することによって自分らしく生きた

いという思いが、結婚の拒否につながっていたこ

とを次のように証言する。

「（裕福な出身ではない）母に、いやでも（離婚

したら）経済的にやっていけないから別れられな

いと聞かされてきて、そういう女性にはなりたく

ないと考えていました［…］親のしがらみや財産

とは無縁な生き方を選び［…］自分の生き方を築

こうと思っていました」

　シングルマザーの中にも結婚を拒否することを

選んだ女性がいる。調査時49歳、ハローワーク職

員のレイさんは、33歳のときに、ひとりで息子を

出産した。結婚を機会に好きだった仕事を辞め専

業主婦になり、夫や子どものためだけに生きたか

のような母親の人生に、彼女は疑問を抱いていた

と言う。

「母の抑圧された結婚生活を見てきましたから、

周囲がボーイフレンドの話をしだしたころには、

私はきっと結婚はしないと思っていました 」

　母になることへの願望についてはこう証言する。

「子どもを持ちたいと思ったのは、30歳くらい

の時だと思います。［…］子どもを産みたいと熱

望したのは、ひとえに母が私を産んだことをよ

かったと、日常の折々で繰り返し話していて、人

生で子どもに恵まれたことだけは間違いなく喜び

だったと私に伝えていたからだと思います。［…］

産みたいという気持ちが湧き上がってきた頃に仕

事が充実していて、経済的に心配がなかったこと

と、もともと、母にひとりで産んでくれたらよ

かったのに、と思っていたくらいなので、結婚せ

ずに出産することには、まるで躊躇がありません

でした 」 

　アンナさんの妊娠当時は80年代、レイさんの妊

娠当時は90年代、ちょうど日本の婚外子率がわず

かながら増加し始めた時期と重なる。60年代後

半から70年代にかけてウーマン・リブ運動が起こ

りアメリカのウィメンズ・スタディーズに習って

日本でも女性学が誕生し、80年代には全国に広

まった。女性だけで作られた雑誌「女・エロス」

（社会評論社）が定期刊行されたのも70年代から

80年代にかけてであり、「婚姻制度をゆるがす」、

「反結婚を生きる」、「主婦的状況をえぐる」、「婚

姻届の呪縛を解け」などの特集の題名からも分か

るように、女性が結婚して主婦になることが当た

り前と思われるようになった時代に、それに対し

て疑問を投げつける女性たちが存在した。インタ

ビューを受けた女性のうち、女性運動を若い頃に

経験したり、見たり読んだりした現在50代、60代

の女性たちは、「女性が自分らしく生きるために

は経済的自立が必要」と言い、自立を保ちながら

母になりたいという考えを持っていた。

しかしながら、結婚に対する疑問は、ある世代

の女性の特権というわけではなく、一部の若い世

代にも引き継がれているようだ。例えば、調査時

35歳のケイコさんは、障害福祉の仕事をしながら

事実婚のパートナーとともに子どもを育てていて、

こう証言する。

「中学生の頃から、結婚したくない、子どもも

いらないという考えで、特に、なんで名字を変え

なきゃなんないの、と思っていました」

大学で女性学を勉強しその考えが強くなったと

ケイコさんは言う。パートナーについては、「大

学で出会った彼は結婚する気満々だったので、

『結婚したくない』と言ったら泣かれました。で

も別れたいという意味ではないと説明したら、理

解してくれました」と言う。23歳で妊娠したと



47

比較日本学教育研究センター研究年報 第12号

き、ケイコさんは「素直に嬉しいと思った」そう

だ。結婚しないという選択に、パートナーの家族

は理解を示したが、自分の家族には反対され、姉

に「なんでそんなに（結婚が）嫌なのか分からな

い。やったこともないのに」と言われたことが

きっかけで、「産まれる前に試しに一度婚姻しま

した。そういうわけで、一番上の子は父親の名字

です」と彼女は証言する。しかし二人目の子ども

ができる前に、ケイコさんは法律婚をやめ、事実

婚に戻った。

「二年くらい経って特に不便していた訳じゃな

いしそのまま続けてもいいかなとも思ったんです

が、やっぱりあるべき姿でいたいという気持ちか

ら、ペーパー離婚しました」

彼女の「あるべき姿でいたい」という言葉は、

自分の生き方を模索したアンナさんやレイさんの

証言につながる。「子どもともっと一緒にいたい」

という理由で、ケイコさんはインタビュー調査後、

仕事を辞め、現在はパートナーとともに三人の子

どもを育てている。

結論

日本の女性が結婚をせずに母になる場合の過程

を考察した。婚姻せずに子どもを産むまでの経緯

や、それに対する考え方が、ひとつではないこと、

また、妊娠自体が計画したものではなかった場合

でも、大部分の場合、女性たちが、自ら望み子ど

もを産み育てることを選んでいたことが分かった。

本稿で考察した二つのグループは、結婚に対

する考え方は対照的ではあるものの、「（結婚した

かったが）結婚をしていなくても母になる」とい

う選択に「より良いアイデンティティ獲得」の

願望が、「結婚を拒否して母になる」という選択

に「自分のアイデンティティ保持」の戦略が伺え、

どちらのグループの女性にも自己に対するポジ

ティブなアプローチが存在することが興味深い。

個人を調査することは社会の現象を理解する上

で有効であり８、本稿において、現代日本で女性

が結婚せずに母になる場合を理解しようとする上

でも重要であった。社会学者フランソワ・ド・サ

ングリーは「個人主義とはアイデンティティが望

まない束縛をされることに対する拒否である」と

言う９。自分らしい生き方、自分らしい家族を模

索するこれらの女性たちの行動は、この「個人主

義」の定義に当てはまるのではないだろうか。 

本稿は日本で非婚の母になる場合の困難さを否

定するものではないことを最後に付け加えてお

く。社会的な差別はもちろん、法的にも様々な不

合理が未だ存在し、例えば、離婚・死別のひとり

親が受けられる寡婦控除と呼ばれる所得控除規定

は、婚姻歴のない親を対象外とし、先進国の中で

貧困率が最も高い日本のひとり親世帯のうち、非

婚シングルマザーは特に経済的に困難な状況にあ

るにもかかわらずさらに不利な状況におかれてい

る。また、事実婚の親は、法律婚をしていないと

いう理由で、片方の親しか親権を持てなかったり、

子どもの出生届に父親の名前を記入することを役

所窓口で断られたりという理不尽な目に遭う。婚

外子に関しては、相続差別が2013年12月にやっと

廃止されたものの、その際の民法改正反対派から

の様々な差別発言も記憶に新しい。現行民法では

婚姻の際どちらかが姓を改めなくてはならないた

め、自分の姓を持ち続けたいカップルが、そのよ

うな差別の存在に悩みながらもやむなく事実婚を

選ぶ場合もある。2015年12月16日に最高裁大法

廷が夫婦同姓義務を規定する民法750条を合憲と

したが、「子どもを婚外子にしたくない」と出産

の度に結婚と離婚を繰り返したと言う原告団のひ

とり、塚本協子さん（80歳）の話は象徴的だ10。

しかし、そのような困難が存在しても、婚姻規

範の正当性を疑う個人や、既存の社会規範に囚わ

れずに家族を作る個人が存在する。日本の女性が

結婚をせずに母になる時、それを「望まない妊娠

で仕方なく母になった女性」と一括りに理解する

ことは間違っているだろう。そこには「個」が存
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在するのだから。
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注

１　厚生労働省「女性の年齢階級（５歳区分）別非

嫡出子出生数及び割合の推移 (1947, 1950-2014)」
２　Social Science Japan Journal, American Journal of 

Sociology, Journal of Japanese Studiesなどで紹介され
評価を受けた。 

３　筆者翻訳。原文以下。“L'individu est lui-même 
de la matière sociale, un fragment de la société de son 
époque, quotidiennement fabriqué par le contexte auquel 
il participe, y compris dans ses plis les plus personnels, y 
compris de l'intérieur”. (Kaufmann 2004 : 49)

４　なくそう戸籍と婚外子差別交流会、しんぐるま

ざーず・ふぉーらむ、婚外子差別をなくす会、また、

協力してくださった全ての方々のお陰でこの調査

ができた。心からお礼を申し上げる。

５　フランス国立東洋言語文化研究所、研究所内日

本研究センター、またポピュラシオン・ジャポネー

ズ研究グループの資金援助を受けてこの調査が可

能となった。心から感謝を申し上げる。

６　インタビューを受けた女性の名前は全て、匿名

性尊重のため、仮名に変えてある。

７　変な男性とばかりつきあうようになってという

意味。

８　例えば、見田宗介の『まなざしの地獄』は、ひ

とりの少年N・Nの生活史記録を軸として展開しな
がら、1960年代後半から1970年へと至る時期、す
なわち高度経済成長が終わろうとする時期の、日

本社会の都市というものを総体的に分析した。

９　筆者翻訳。原文以下。“L'individualisme désigne le 
refus de tout enfermement identitaire involontaire” （De 
Singly 2005 : 14)

10　毎日新聞、2015年12月14日付大阪夕刊。


